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第
７
回
組
織
強
化
・
拡
大
東
ブ
ロ
ッ

ク
経
験
交
流
会
が
、
５
月
12
日
〜
13
日

に
熱
海
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
９

０
名
の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。
水
戸

地
本
か
ら
３
名
が
参
加
し
、
全
国
の
仲

間
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
労
働
講
座
「
労
働
条
件

の
不
利
益
変
更
と
は
」
と
題
し
、
国
労

弁
護
団
よ
り
岡
田
弁
護
士
か
ら
講
演
を

受
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
近
畿
・
九
州
・

広
島
・
仙
台
・
東
京
（
青
年
部
）
か
ら
、

特
別
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

対
話
活
動
や
学
習
活
動
の
強
化
、
そ
し

て
粘
り
強
い
行
動
に
よ
っ
て
国
労
加
入

を
勝
ち
取
っ
た
報
告
や
職
場
で
の
あ
い

さ
つ
・
話
し
込
み
を
継
続
的
に
行
い
、

他
労
組
若
手
社
員
と
の
つ
な
が
り
を
持

ち
、
若
手
社
員
に
早
く
加
入
用
紙
を
持
っ

て
こ
い
と
話
し
て
い
る
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

私
が
参
加
し
た
分
散
会
で
は
、
２
時

間
弱
の
交
流
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
連

労
働
者
の
拡
大
に
力
入
れ
て
い
る
（
札

幌
）
支
部
と
し
て
、
３
回
の
組
対
会
議

を
開
催
し
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
者
と
の
交
流

状
況
や
オ
ル
グ
者
の
悩
み
を
出
し
合
っ

て
い
る
。
地
区
本
部
と
し
て
組
合
説
明

会
を
開
き
、
他
労
組
か
ら
の
参
加
が
あ

る
。
（
横
浜
）
班
と
し
て
、
年
２
回
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催
し
、
駅
か
ら
車

掌
へ
行
っ
た
若
手
社
員
が
毎
回
10
〜
15

人
参
加
し
て
く
る
。
（
新
橋
）
２
年
前

の
新
採
加
入
に
よ
り
「
分
会
も
や
れ
ば

取
れ
る
ん
だ
」
「
差
別
を
さ
せ
な
い
、

俺
た
ち
が
や
っ
て
い
こ
う
」
と
変
化
し

て
来
た
こ
と
が
大
き
い
。
今
年
の
社
会

人
１
名
を
加
入
さ
せ
た
。
（
大
船
保
技

セ
）
分
散
会
終
了
後
、
夕
食
と
全
体
懇

親
会
を
兼
ね
た
全
体
交
流
会
を
開
催
し
、

北
海
道
か
ら
各
地
方
毎
に
自
己
紹
介
を

行
い
、
地
方
の
現
状
や
組
織
拡
大
を
勝

ち
取
る
決
意
が
さ
れ
、
親
睦
を
深
め
合

い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
分
散
会
報
告
と
拡
大
を

勝
ち
取
っ
た
地
方
本
部
の
報
告
、
エ
リ

ア
本
部
の
決
意
表
明
を
受
け
ま
し
た
。

国
労
本
部
小
池
業
務
部
長
よ
り
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
会
社
社
長
の
賃
金
抑
制
発
言
に
つ

い
て
の
説
明
と
、
国
労
と
し
て
団
体
交

渉
で
責
任
追
求
し
、
引
き
続
き
闘
の
強

化
を
図
る
と
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
職
場
で
他
労
組
を
巻
き

込
ん
だ
署
名
活
動
な
ど
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
、
好
機
と
捉
え
組
織
拡
大
に

全
力
を
挙
げ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
と
め
に
国
労
本
部
田
中
副
委
員
長
か

ら
、
「
国
労
加
入
の
大
胆
な
呼
び
か
け
」

「
職
場
活
動
の
活
性
化
」
「
点
検
分
析

を
行
い
、
目
標
を
確
実
に
や
り
き
る
」

こ
と
を
改
め
て
指
示
が
行
わ
れ
、
全
組

合
員
の
総
決
起
で
国
労
本
部
「
闘
争
指

令
１
号
」
を
や
り
き
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
真
子
書
記
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
で
二
日
間
の
交
流
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

２
４
年
度
黒
字
決
算
、
２
５
年
度
３
４
億
円
の
経
常
利
益
計

画
、
そ
れ
な
の
に
「
な
ぜ
」
賃
金
抑
制
な
の
か
。
鉄
道
事
業
部

門
の
計
画
と
の
乖
離
を
要
因
に
挙
げ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
な
ぜ
」

鉄
道
事
業
部
門
が
黒
字
に
な
ら
な
い
の
か
で
あ
る
。

線
路
を
持
た
な
い
第
２
種
鉄
道
会
社
故
に
、
重
く
圧
し
掛
か

る
線
路
使
用
料
、
足
の
長
い
列
車
は
災
害
に
弱
く
、
立
ち
上
が

り
の
運
転
整
理
の
問
題
が
、
商
品
価
値
を
下
げ
荷
主
を
逃
が
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
代
行
料
や
コ
ン
テ
ナ

回
送
費
用
も
莫
大
で
あ
る
。
老
朽
設
備
を
継
承
し
た
こ
と
で
更

新
の
為
の
設
備
投
資
で
借
金
が
増
加
し
、
発
足
時
背
負
っ
た
９

４
４
億
円
の
長
期
債
務
は
、
ほ
ぼ
２
倍
の
約
１
８
０
０
億
円
に

膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

国
労
は
、
会
社
発
足
時
か
ら
求
め
て
い
る
こ
れ
ら
の
「
構
造

矛
盾
」
を
解
決
す
る
こ
と
な
く
、
貨
物
会
社
の
健
全
経
営
は
成

り
立
た
ず
、
働
く
私
た
ち
の
生
活
改
善
も
あ
り
得
な
い
と
指
摘

し
続
け
て
い
る
。

賃
金
削
減
は
、
外
部
圧
力
に
よ
っ
て
、
鉄
道
事
業
部
門
の
早

期
黒
字
化
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
平
成
２
３
年
度
鉄
道
事
業
部

門
△
７
２
億
円
が
平
成
２
４
年
度
に
は
△
７
８
億
円
に
拡
大
し
、

経
営
自
立
計
画
（
△
３
８
億
円
）
と
の
乖
離
を
指
摘
さ
れ
、

「
公
務
員
も
賃
金
抑
制
を
し
て
い
る
、
な
ぜ
踏
み
込
め
な
い
の

か
」
の
声
に
呼
応
し
た
社
長
発
言
に
端
を
発
し
て
い
る
。

し
か
し
、
賃
金
を
削
減
す
る
理
由
が
な
い
。
２
４
年
度
決
算

は
黒
字
を
達
成
し
、
２
５
年
度
収
支
は
人
件
費
カ
ッ
ト
で
３
４

億
円
の
黒
字
計
画
と
な
っ
て
お
り
「
高
度
の
必
要
性
や
合
理
性
」

が
ま
っ
た
く
な
い
。


